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研究要旨

研究目的
現状、医療機関や調剤薬局で処方されている処方

薬は「お薬手帳」に貼られている「お薬シール」に
記載の情報によって各医療機関および調剤薬局等で
共有可能であるが、この情報は紙媒体であるため医
師や薬剤師が目視で読み取って調べなければならず
新たに処方する処方薬と現在服用中の処方薬との相
互作用有無を瞬時に把握し防ぐ事はできていない。

この問題を解決するために、HIV 感染症患者に処
方される抗レトロウィルス薬とその他の疾患で処方
されている処方薬との飲み合わせによって発生する
相互作用問題の回避を目的とした HIV 診療支援ツー
ルの開発を目的として、現状の調剤システムのデー
タ構造の調査や既に構築され提供されている薬剤
データリスト等を調査し、調査結果から実現可能な
HIV 診療支援ツールの構造を模索・検討しシステム
設計を行ない検証する。

また、一般社団法人保健医療福祉情報システム工
業会（JAHIS）会員企業が提供している調剤システ
ムとの連携を目指す。

研究方法
①	一般社団法人保健医療福祉情報システム工業会
（JAHIS）が開発し医療機関と調剤薬局との間で
の処方せん情報のやりとりに使われている「院外
処方せん２次元シンボル記録条件規約」を解析し、
この情報を入力媒体として調剤を管理している調
剤システムが出力する「お薬明細書」や「お薬シー
ル」に含まれる薬剤情報の有効な活用方法の検討。

②	問題のある飲み合わせをシステム的に自動判断す
るための相互作用データベースを構築するため
に、現在構築されている薬剤情報データを入手解
析し解析結果からの相互作用データベースの設
計。

③	「お薬明細書」や「お薬シール」に含まれる薬剤
情報を基にして、相互作用データベースとアクセ
スして相互作用の有無情報を照会するためのアプ
リケーション（HIV 診療支援ツール）の設計。

④	　「お薬明細書」の「お薬シール」から薬剤コー
ド情報を直接アプリケーションで読み込めるよう
にするために、「お薬シール」に印刷可能な小型
化された二次元バーコードの開発。
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目的とした HIV 診療支援のためのシステムを設計す
る。

また、設計したシステムを検証・構築したのち
HIV 診療の現場への提供を目指す。

（倫理面への配慮）
特になし

研究結果
①医療機関と調剤薬局との間での処方せん情報

は一般社団法人保健医療福祉情報システム工業会
（JAHIS）が開発した「院外処方せん２次元シンボ
ル記録条件規約」でのやりとりが標準となってお
り、一般社団法人保健医療福祉情報システム工業会

（JAHIS）の企業はこの規約に沿って調剤システム等
を提供している。
「院外処方せん２次元シンボル」は処方せん情報

を QR コード化して情報のやりとりをするための規
約であり、「院外処方せん２次元シンボル記録条件規
約」を入手し仕様解析を行った結果この QR コード
化された情報の中には処方される薬剤情報がコード
として記載されており、これを読み込む事で“図１
　院外処方せん２次元シンボル内部データ”に示す
ように QR コード上から直接処方される薬剤情報を
コードで取り出す事が可能である事がわかった。

図１　院外処方せん２次元シンボル内部データ

ただし、この「院外処方せん２次元シンボル」は“図
２　処方せん情報の流れ”に示すように、医療機関
と調剤薬局との間での処方せん情報のやりとりに限
定され、患者が持参する「お薬手帳」に貼る「お薬
シール」上には QR コードではサイズが大きすぎか
つ複数に分割する必要があるため、現在提供されて
いる調剤システムでは出力する事は出来ていない事
も判明した。別途手渡される「お薬明細」には QR コー
ド化されて出力する事は可能。ただし、調剤薬局数

か所に確認したところ、患者から依頼があった場合
のみで通常は QR コードは印刷せず手渡しているの
が現状であった。

図２　処方せん情報の流れ

②　相互作用を判定するためのデータベース構
築のために現状存在する薬剤データを入手し調査し
た。薬剤データは一般財団法人日本医薬情報センター

（JAPIC）が所有する「医薬品添付文書情報関連デー
タ」のサンプルデータの提供を受け解析した。

元のデータは医薬品に添付される文書情報データ
であるが、個々のデータを解析した結果、薬剤に対
する一般名称（ジェネリック名）や異なるコード系（厚
労省コード、YJ コード、HOT コード、等）の変換
情報や相互作用のある相手薬剤情報が含まれており、
これらを組み合わせる事で“図３　相互作用データ
LINK”に示すように、薬剤コードを基に相互作用の
ある相手側薬剤を特定しコードや名称でリスト化す
る事が可能である事が分かった。

図３　相互作用データ LINK

また、個々の薬剤名ではなく一般名（ジェネリッ
ク名）での相互作用有無判定の可能性がある事もわ
かった。ただし、サンプルデータでは関連性を持っ

調剤薬局病院

処方せん情報はQRコード内にJAHIS書式で格
納され、調剤薬局はこのデータを読み出す事
で処方薬を間違いなく処方できるようになっ
ている。

お薬手帳用のシールではQR
コードでは大きすぎて印刷で
きない。

お薬手帳用シール

処方する
処方せんの情報

[コード情報]
(JAHIS)

JAPIC対厚労省CD
変換テーブル(JAPIC既存情報)

添付文書ID 00005151
枝番 001

お薬名 ダイアップ坐剤4
規格情報 4mg1個
YJ CD 1124701J1022
厚労省 CD 1124701J1022

どちらかにマッチ
（これ以外は...）

相互作用テーブル
(JAPIC既存情報)

添付文書ID 00005151
枝番 001
YJ9 CD 1124701J1
掲載区分 1

1:併用禁忌
2:原則併用禁忌
3:併用注意
4: 接触注意

薬剤名Gr.
薬剤名 リトナビル
・
・
添付文書記載順序 1

・

一般名テーブル
(JAPIC既存情報)

添付文書ID 00005151
枝番 001
YJ9 CD 1124701J1
掲載区分 1

1:併用禁忌
2:原則併用禁忌
3:併用注意
4: 接触注意

添付文書掲載順序 1
一般名 リトナビル
対象薬YJ9桁 6250011F1
・
・

問題のある相手側
薬剤情報

現在服用中の
お薬情報

[お薬手帳]
(OmegaCode)

JAPIC対厚労省CD
変換テーブル(JAPIC既存情報)

添付文書ID 000XXXXX
枝番 001

お薬名 リトナビル
規格情報 XXXXXXXXXXX
YJ CD 6250011F1xxx
厚労省 CD 6250011F1xxx

YJ CD で
マッチング？

一般名テーブル
(JAPIC既存情報)

添付文書ID 0000xxxxx
枝番 001
YJ9 CD 6250011F1
掲載区分 1

1:併用禁忌
2:原則併用禁忌
3:併用注意
4: 接触注意

添付文書掲載順序 1
一般名 リトナビル
対象薬YJ9桁 6250011F1
・
・

問題のある相手側
薬剤情報



平成 30 年度　厚生労働行政推進調査事業費補助金（エイズ対策研究事業）116

た全てのデータが揃っていないため、最終的な可否
判断は全データを入手して調査してからとなる。

③　HIV 診療の支援ツールとして HIV 診療医が
使用する事を前提とし、患者が他院で処方された薬
剤と相互作用のある抗レトロウィルス薬を特定して
一覧表示するシステム（図４　HIV 診療支援ツール
イメージ）を検討した。

図４　医師が利用する HIV 診療支援ツールイメージ

ただし、検討したシステムでは紙媒体である「お
薬手帳」に貼られている「お薬シール」には二次元バー
コード化された薬剤情報が無いため、検証段階の予
備ツールとして、HIV 感染症患者が利用する事を前
提とした“図５　予備ツール”のような、薬剤が処
方された際に受け取る「お薬明細」用紙に印刷され
ている QR コードを読み込んで“図４　医師が利用
する HIV 診療支援ツールイメージ”で読み込み可能
な二次元バーコードに変換するスマートホンアプリ
も検討した。

図５　予備ツール

④　“図４　医師が利用する HIV 診療支援ツール
イメージ”に示す、バーコード化された薬剤情報は
QR コードではサイズ的に大きくなりすぎるため「お
薬シール」に印刷する機能は現行提供されている調
剤システムでは存在していない。

対策としてアイメスホールディングス株式会社が
開発した、セキュリティ機能の付いた大容量記録が
可能な二次元バーコード：OmegaCode® を活用した
小型化かつ大容量の二次元バーコードを検討した。

OmegaCode® を活用する事で「院外処方せん２次
元シンボル」に記録されている情報にパスワードを
掛けかつ小型化（8mm 角前後）する事が可能となり

「お薬シール」への印刷が可能となる。

考 察
研究では、現在服用中の処方薬に対して抗レトロ

ウィルス薬を処方する際の相互作用の注意喚起シス
テムを想定してのデータベースの検討やアプリケー
ションの検討を行ったが、HIV 感染症患者がドラッ
グストア等で市販薬を購入する際に HIV 感染症であ
る事を告知しづらい現状があり、常駐の薬剤師に聞
けない等の理由からの HIV 感染症患者が使用する前
提のセルフ判定ツールとしての提供の必要性も考え
られた。ただし、ただし、データベースの基データ
として検討している一般財団法人日本医薬情報セン
ター（JAPIC）が所有している「医薬品添付文書情
報関連データ」には市販薬の情報は含まれていない
と思われるため、HIV 感染症患者が現在服用してい
る抗レトロウィルス薬との相互作用のある薬剤成分
をリスト表示して、HIV 感染症患者が市販薬を購入
する際にリスト上にある成分を含む医薬品であるか
否かを確認するツールの提供なども必要と思われる
事がわかってきた。

データベースの基データとして検討している「医
薬品添付文書情報関連データ」は有償であるため、
実提供の際の提供方法について金銭面からの検討も
必要となる。

今回研究している HIV 診療支援ツールは位置づけ
としては“支援”ツールとしているが、開発するツー
ルによりチェックされた相互作用情報に依存してし
まう危険性が感じられるため、“支援”ツールである
事を明確にした設計が必要と思われる。

結 論
処方される薬剤情報は一般社団法人保健医療福祉

情報システム工業会（JAHIS）が開発した「院外処
方せん２次元シンボル記録条件規約」に基づいてや
りとりされている現状があり、これを活用する事で
処方される薬剤情報を“コード”として取り出す事

相互作用
データベース

患者のお薬手帳
（他院で処方されたお薬シール）

またはお薬明細

バーコード
読み込み

相互作用
薬剤一覧

HIV診療
支援ツール

相互作用
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AZT 禁忌
DVY 注意

予め登録されている抗レトロウィルス薬の中で
相互作用のある薬剤のリスト

結果

３TC、ABC、AZT…

抗レトロウィルス 薬を予め登録

他院で処方されたお薬の
お薬明細

QRコード
読み込み

予備ツール
内に保存

二次元バーコー
ドとして表示

バーコード
読み込み

HIV診療
支援ツール
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が可能と思われ、コードを読み取り直接利用する事
でヒューマンエラーなく抗レトロウィルス薬との相
互作用有無を判定するツールの構築が可能と思われ
る。

相互作用有無を判定するための薬剤データも
JAPIC が所有している「医薬品添付文書情報関連
データ」を元に組み合わせる事で実現可能と思われ
る。

HIV 診療医に提供する診療支援ツールは、今年度
研究では既存のシステムであったりデータであった
りを有効活用する目線からの検討を行ったが、これ
については HIV 診療医の意見を取り入れた上で再検
討の必要がある。

次年度研究では、JAPIC が所有している「医薬品
添付文書情報関連データ」の本データを入手し、実
際のデータベース構築と、構築したデータベースに
対して薬剤コードを入力する事での相互作用のある
薬剤の抽出と、抽出した薬剤が本当に相互作用のあ
る薬剤が抽出されているのかを検証する。
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該当なし
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